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平成 24 年 2 月 

小 笠 原 村 

 

最近の小笠原の動向等 

 

 １ 津波災害対策  

（１）東日本大震災の小笠原村への影響 

＜津波＞ 

 2011 年 3 月 11 日 15 時 14 津波警報発表、16 時 08 分大津波警報発表。 

 避難所を父島４か所、母島１か所開設、約 430 名が避難。 

 16 時 14 分第一波到達（1.0ｍ）、16 時 46 分に最大 1.8ｍの津波を観測。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 建物の一部浸水や車両水没などの被害発生（被災証明発行18件、うち原付2台）。 

 人的被害はなし。 

＜物資・燃料など＞ 

 食料品は本土と同様に一部商品が品薄となったが１ヶ月程度で落ち着く。 

 燃料（ガソリン・ＬＰガス等）関係はガソリンの給油制限実施や節約の呼びかけ

による対応。その後第二十八共勝丸（本社：宮城県石巻市）が３月末には通常運

航に戻ったため大きな影響はなし。 

 電気は計画停電はなかったが節電を呼びかけ。発電用燃料の備蓄量が多いために

大きな影響はなし。 

 その他通信状態、ごみの島外搬出、医薬品不足などでは大きな影響はなし。 

 水道水の放射能検査はこれまで４回実施し、いずれも不検出。 

 

（２）最近の津波災害対策への取り組み 

① 扇浦浄水場の高台への移転 

 老朽化している父島扇浦浄水場を高台（標高約 45ｍ）へ移転。 

 小笠原諸島振興開発事業にて平成 23 年度造成工事着手、平成 27 年度完成予定。 
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② 小笠原村地域防災計画の見直し 

 地域防災計画に近地地震による津波対策を追加。 

③ 今後必要な防災機能整備 

 父島保育園裏から高台へ避難可能な遊歩道の整備（平成 24 年度小笠原諸島振興

開発事業で整備予定）。 

 短期的には旧高校避難所に避難施設の整備を検討。 

 中期的には津波により清瀬奥村間が分断されるため、清瀬～奥村を結ぶ防災道路

の整備を東京都に要望。 

 

 ２ 海底光ケーブルの運用開始  

（１）運用開始までの経緯 

平成２３年３月末  海底光ファイバーケーブルの工事完了 

４月から  試験運用開始 

５月１０日  地上デジタル放送の配信開始 

７月１日から  

海底光ファイバーケーブルの正式運用開始 

 父島：ＴＶ用２回線、ブロードバンド用８回線 

 母島：ＴＶ用２回線、ブロードバンド用２回線 

 小笠原村ケーブルテレビの課金開始 

 

（２）サービス加入状況 

 ◆ケーブルテレビ事業           ◆インターネット接続サービス 

 世帯 事業所    世帯 事業所 

父 島 849 136   父 島 672 82 

母 島 183 33   母 島 128 25 

合 計 1,031 169   合 計 800 107 

 ※平成 23 年 12 月 1 日現在 

 ※平成 23 年 12 月 1 日時点の世帯数＝1,376 世帯（父島 1,121 世帯、母島 255 世帯） 

 

（３）海底光ケーブル導入の効果 

 安定した高速ブロードバンド環境の実現 

 地上デジタル放送の視聴対応 

 遠隔医療への導入 

 携帯通信事業者の新たな参入 

 ラジオ放送での活用 

⇒情報格差是正、住民生活の質的向上、防災体制の充実、地域振興 

 

2



3 
 

 ３ 医療・介護の複合施設開設  

（１）開設開所までの経緯 

平成２２年１月末  複合施設建設工事完了 

３月末  備品整備完了 

４月  旧診療所からの移転作業 

５月  新小笠原村診療所供用開始 

平成２３年３月  父島有料老人ホーム「太陽の郷」開所 

（２）有料老人ホーム「太陽の郷」の概要 

定 員 
１４名（個室６室、世帯部屋４室） 

（平成 23年 12 月 1 日現在入居者４名） 

入居対象者 
村内に居住しているおおむね６５歳以上の方で、かつ介護保険法による

要介護認定を受けている方、もしくは村長が特に認める方 

サービス内容 
介護に関するサービス、生活に関するサービス、健康管理に関するサー

ビス、その他 

入居費用 月額１０万円～１２万円程度 

 

（３）人材確保の課題 

 医療サービスの向上及び有料老人ホーム運営のため医療介護のスタッフを増員

（医師、看護師、薬剤師、理学療法士、放射線技師、栄養士、介護員）。 

 複合施設の安定経営に向けた医療福祉に携わる専門職の人材確保に苦慮してい

る。 

 安定的な雇用形態の確保が今後の大きな課題。 

（４）光ケーブルを活用した遠隔医療の提供 

① 画像伝送システムの再構築 

 光ファイバーケーブルを利用した画像伝送システムを再構築し、データ送信の時

間短縮を図り、急患搬送の要請判断までの時間が短縮されるなど効率的な運用が

可能となった。（従来は衛星通信にて画像をデータ送信） 

② 新たな遠隔医療の検討 

 平成 22 年度にＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）との実験を実施。 

→診療所の内視鏡、超音波診断装置、定点カメラによる映像・音声をリアルタイ

ムに都立広尾病院と結び、広尾病院医師による診断の可否、診療所医師に指導

することの可否などを確認。 

 今年度は国土交通省実施の直轄調査において光ケーブルを利用した実験を予定。 

→内視鏡映像の共有による専門医からのコンサルテーション、web 会議システム

を用いた精神科専門医と小笠原医師との治療方針等に関するカンファレンス

など。 
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